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肖 金忠 博士によるCFAI特別セミナーを実施しました。

令和7年12月17日、東北大学大学院農学研究科において肖 金忠先生（森永乳業・上海、東北大学客
員教授）によるCFAI特別セミナーが開催されました。本講演では、「ビフィズス菌とヒト健康：ビフィズス
菌がヒト腸管で果たす役割とその臨床応用」をテーマに、ビフィズス菌研究の基礎から社会実装に至
るまでの研究成果が紹介されました。
講演では、乳幼児期の腸内環境において重要な役割を果たすヒト常在性ビフィズス菌（Human-

Residential Bifidobacteria, HRB）に焦点が当てられました。HRBは、母乳中のヒトミルクオリゴ糖
（HMO）を効率的に利用する能力を有し、乳児腸管への定着を促進することで、腸内環境の健全な形
成に寄与することが示されました。一方で、HRBが十分に存在しない場合には、HMOの機能が期待通
りに発揮されない可能性があることから、菌株選択を含めた包括的な乳児栄養設計の重要性が強調
されました。また、ビフィズス菌がHMOや食事由来成分を代謝する過程で産生する芳香族化合物につ
いて、その生理的意義が示され、特にそれらが腸管上皮や免疫系に作用し、腸内環境の恒常性維持
に関与することを解説いただきました。さらに、これらの研究成果を基盤とした乳幼児向け食品への
応用事例として、中国を含む複数地域における取り組みが紹介され、基礎研究が実際の製品開発や
臨床応用へと展開されつつある現状が示されました。
講演後には、動物食品機能学分野の教員および大学院生との研究打ち合わせが行われ、今後の
共同研究や学生交流の可能性について意見交換がなされました。肖先生は、ビフィズス菌の機能性
研究を国際的に牽引してきた研究者の一人であり、基礎研究から臨床応用までを見据えた研究の展
開は、今後の研究活動に多くの示唆を与える内容となりました。 （世話人：北澤、西山）
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